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■ 今月号の表紙【淡輪遊園】
大阪最南端、岬町にある淡輪 ( たんのわ ) 遊園は、海を見下ろすあたご山丘陵に広がるのどかな公園です。明治

から大正にかけてレジャースポットとして開発された公園は、春に咲く桜とツツジの美しさで知られています。
地元の人に親しまれるお花見の穴場で、関西国際空港や遠く明石海峡大橋まで見渡せる素晴らしい眺望を楽しみながら、
のんびりと癒しのひとときを過ごせます。
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次世代のリーダーとともに、
希望の種をまこう

爽やかな新緑の季節を迎え、会員の皆様に

おかれましては、ますますご清祥のことと

お慶び申し上げます。早いもので、本年度も

残すところあと 2 ヶ月となりました。5 月は

ロータリーの特別月間において「青少年奉仕

月間」と定められています。

ロータリーにおける青少年奉仕は、かつては

「第五の奉仕部門」として独立した歴史を持ち

ますが、現在は私たちの活動の根幹を成す

極めて重要な柱です。インターアクト、

ロータリー青少年交換やライラ (RYLA)

といったプログラムを通じて、私たちは未来を

担う若者たちと深く関わっています。

私たちが青少年奉仕に取り組む意義は、

単なる「支援」や「教育」に留まりません。

それは、変化の激しい現代社会において、若者

たちが持つ新しい感性や柔軟な発想に触れ、

私 た ち 自 身 が 共 に 学 び、 刺 激 を 受 け る

「共創」の場でもあります。彼らが奉仕の

理想を学び、リーダーシップを育む過程を

支えることは、数十年後の地域社会、ひいては

国際社会に平和と繁栄の種をまくことに

他なりません。

近年のデジタル化や多様性の進展により、

若者を取り巻く環境は大きく変化しました。

しかし、対話を通じて互いを理解し、他者の

ために行動するというロータリーの精神の

尊さは、時代が変わっても色褪せることは

ありません。むしろ、孤独や分断が懸念される

現代において、世代を超えた繋がりを提供する

ロータリーの役割は、かつてないほど高まって

いると感じます。

各クラブの皆様には、この 1 ヶ月、ぜひ

地域の若者たちに目を向けていただきたいと

思います。既存のプログラムの充実を図る

ことはもちろん、地元の学校や団体と連携し、

今の若者たちが何を求め、どのような課題に

直面しているのか、真摯に耳を傾けてみて

ください。彼らの情熱に火を灯すきっかけを

作るのは、皆様のこれまでの経験に基づいた

温かい励ましや、一歩踏み出すための機会の

提供です。

「未来は今日、私たちが何をするかによって

決まる」という言葉があります。今月、私たちが

若者たちと共有する時間は、必ずや次世代の

ロータリー、そしてより良い未来へと繋がって

いくはずです。会員一人ひとりが「青少年の

良き理解者、良き伴侶」となり、共に希望を

育む充実した 1 ヶ月となることを心より願って

おります。

2026 年 5 月ガバナーメッセージ ガバナー　北野 治義
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委員会活動報告
2026 学年度米山記念奨学生確約宣誓式を迎えて

米山記念奨学委員会
委員長　細川 幸三

この度、2026 学年度米山記念奨学生確約宣誓式を無事に迎えることができました。
まずは、本事業を支えてくださっている地区内各クラブ会員の皆様に、心より御礼申し上げます。

本年度も多くの応募の中から選ばれた奨学生の皆さんが、それぞれの想いを胸に宣誓式に臨まれました。
式の中で見せてくれた少し緊張した面持ちや、これからの学びと交流への期待に満ちた表情は、大変
印象深いものでした。新たな環境の中で一歩を踏み出すその姿に、私たちも改めてこの事業の意義を
感じさせて頂きました。

米山記念奨学事業は、単なる奨学金の支給にとどまらず、人と人とのつながりを育み、国境を越えた
相互理解と信頼関係を築いていく取り組みです。奨学生の皆さんが、日本での生活や学び、そして
ロータリーとの交流を通じて、多くの出会いと経験を重ねていかれることを願っております。その
積み重ねが、やがてそれぞれの国や地域、さらには国際社会において活かされていくことと信じて
おります。

また、奨学生を支えるカウンセラーの皆様、受け入れクラブの皆様におかれましては、日々温かい
ご支援とご指導をいただいておりますことに、深く感謝申し上げます。奨学生にとって、身近に相談
できる存在があることは何より心強く、その関わりが学び以上の大きな財産となっていくものと思い
ます。この米山記念奨学事業は、会員の皆様からのご寄付によって支えられております。一人ひとりの
ご厚意が、奨学生の未来を支え、国際親善の輪を広げる力となっております。日頃よりのご理解と
ご協力に改めて感謝申し上げるとともに、今後とも変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。

地区米山委員会といたしましても、奨学生とクラブ、そして地区をつなぐ役割を大切にしながら、
より良い支援の在り方を模索し続けてまいります。奨学生一人ひとりが安心して学び、成長できる
環境づくりに努めてまいりますので、引き続き皆様のお力添えをいただければ幸いです。

最後に、2026 学年度奨学生の皆さんが実り多い留学生活を送り、それぞれの夢に向かって大きく
羽ばたかれることを心より祈念申し上げます。そして、本事業を通じて生まれるご縁が、未来へと
つながる温かな架け橋となることを願っております。
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委員会活動報告
クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナーセミナーを終えて

2025-2026 年度ガバナーエレクト
岡本 弥生

2026 年 4 月 12 日 ( 日 ) 和歌山大学においてクラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナーセミナー
(CLLS) を開催致しました。

当日は平岡正巳パストガバナー ( 羽衣 RC)、成川守彦パストガバナー ( 有田 RC) をはじめ多くの
パストガバナーの皆様と地区内各クラブの多数の次年度リーダーの皆様にご参集頂き開催させて頂く
ことが出来ました。誠にありがとうございました。

ガバナーエレクト年度における 3 大セミナー ( 地区チーム・PELS・CLLS) や諮問委員会の機会を
通じて以下の内容を主にお伝えさせて頂きました。

①　地区内全ロータリアンの皆様に対し、地区のガバナーエレクトとして国際協議会 ( フロリダ州
オーランド ) に参加させて頂きましたことついての心からの御礼。

　　本当に多くの学びと気付き、そして国際ロータリーのネットワークを得ることが出来ました。
ここで得た経験やリソースは地区運営にしっかり活用し、各クラブの皆様に共有させて頂く
ことで恩返しをしてまいります。

②　次年度 RI 会長メッセージ「持続可能なインパクトを生み出そう」と
　　地区ガバナー基本方針「ロータリー会員であって良かったと感じられる一年に」
　　第 2640 地区が目指す姿は、ロータリーを楽しむ地区であることだと考えています。それは

すなわち、●誇りを持てる地区　●次世代へ自然につながる地区。
　　同じ志を持つ仲間との横のつながり。そして家族や次世代へと続く縦のつながりを育みながら

その実現に取り組んでまいります。
③　重点事業 ①　地区内奉仕活動の見える化と参加の仕組みづくり
　　各奉仕委員会 ( 国際奉仕・社会奉仕・職業奉仕・青少年奉仕・青少年交換・インターアクトなど ) の

各クラブの奉仕活動の計画予定を地区 HP に掲載し、各クラブや会員お一人お一人が地区内
各クラブの活動を知ることが出来、また条件が合えば他クラブの奉仕活動に参加できる仕組みを
構築します。

④　重点事業 ②　地区が旗を振る　奉仕活動「児童養護施設利用者応援事業」
　　事業想定：18 歳で退所する利用者が真に求めること＝生活の糧
　　職業人が多いロータリーが奉仕できること
　　・職場見学　・職業体験　・インターン　更には就職に繋がる可能性も。
　　上記事業にご参加 ( 登録頂ける ) 企業・事業所の地区 HP への登録をお願いします。
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⑤　重点事業 ③　会員増強事業　― 奉仕の共感を広げ、仲間を増やす ―
　　会員増強は「結果」であり「目的」ではありません。
　　●会員増強は、人数を増やすこと自体が目的ではありません
　　●ロータリーの奉仕活動を正しく知っていただき
　　　共感と好感を持っていただいた結果として入会につながる「チャンス」を創出する
　　●すべての事業の “ 出口 ” となる取り組みとします
　　　会員増強だけを切り離して考えていません。私たちがやってきた奉仕が、きちんと伝わった

結果として「一緒にやりたい」と思ってもらえるかどうか、そこに本質があると思っています

7 月から始まる新年度に向けて出来得る限りの準備を次年度ガバナー補佐の皆様の協力を得ながら、
そして次年度地区幹事団の皆様とともに課題に取り組みながら、また次年度地区各委員会委員長の
皆様と前向きな議論を展開しながら進めてまいりました。

皆様のおかげにてようやく、2026-2027 年度の離陸滑走路のスタート地点にまでやってまいり
ました。これより先は地区内各クラブの会員お一人お一人と各クラブの前向きなパワーをエンジン
として 2640 地区の更に素晴らしい未来に向けて共に飛び立ち、ロータリー会員であって良かったと
感じられる一年にしてまいりましょう！！

2026 年 4 月吉日
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1

部門別分科会

全体セミナー後半

2026-2027年度に

むけたCLLS
２０２６．０４．１２
於：和歌山大学

全体セミナー前半
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委員会活動報告
新旧合同クラブ社会奉仕委員長会議開催

岸和田ロータリークラブ
地域社会奉仕委員会担当幹事　讃岐 悦郎

2026 年 4 月 19 日に開催された「新旧合同クラブ社会奉仕委員長会議」は、ロータリアン 55 名、
インターアクター 31 名、教師・役員を含めた総勢 111 名が集う、活気溢れる交流の場となりました。 

13 の全テーブルにおいて、ロータリアンとインターアクターを織り交ぜた混成チームを編成。
各所で笑顔が溢れ、拍手や頷きが絶えない活発な議論が展開されました。共通理念である「奉仕」を
軸に語り合う中で、特に印象的だったのは、インターアクター側から「もっとロータリアンと交流し、
その豊かな経験や考え方に触れたい」という前向きな意欲が強く示されたことです。若者たちの熱意に
応えるように、大人たちも真摯に耳を傾け、世代を超えて互いに刺激し合う理想的な関係が築かれ
ました。

今後は、従来の提唱クラブの枠組みを越えた広域的な連携をさらに深め、インターアクターがより
広く、より深くロータリアンと繋がれる機会を積極的に創出していく必要があります。提唱クラブの
垣根を超え、彼らの純粋な熱意に全力で応えていくこと。それが、我々ロータリアンに課せられた
次なる使命であると確信しています。
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クラブ活動報告
フィリピン・イントラムロスロータリークラブとの
共同 WASH プロジェクト

岸和田東ロータリークラブ
会長　坂本 光文

岸和田東ロータリークラブは、創立 50 周年を記念した奉仕事業の一環として、2026 年 3 月 20 日～
22 日に姉妹クラブであるフィリピン・イントラムロスロータリークラブを訪問いたしました。

本事業では、「水と衛生環境の改善」を目的とした WASH プロジェクトを共同で実施し、水浄化
フィルター 24 台を、16 の学校および 2 つの地域へ寄贈いたしました。これにより、安全な飲料水の
確保が困難な地域において、子どもたちや地域住民の健康環境の向上に寄与することが期待されます。

さらに、教育および衛生支援の一環として、3 つの学校の子どもたちに対し、文房具と衛生キット
計 230 セットを届けました。これらの支援物資は、日々の学習環境の向上と基本的な衛生習慣の定着に
役立つものです。

現地では、子どもたちの笑顔と歓迎に触れ、改めて国際奉仕の意義と、継続的な支援の重要性を
実感いたしました。本事業を通じて、両クラブの絆は一層深まり、今後のさらなる協力と発展が期待
されます。

岸和田東ロータリークラブは、これからも地域社会のみならず国際社会においても「奉仕の理想」を
実践し続けてまいります。
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クラブ活動報告
第 15 回（令和 8 年）
和歌山北ロータリークラブ杯ジュニアカップ

和歌山北ロータリークラブ
青少年奉仕委員会　委員長　渡邊 孝富

開催日：令和 8 年 3 月 21 日 ( 土 )
会場：国木原ゴルフ倶楽部

和歌山北ロータリークラブ主催による本大会は、スポーツを通じて思いやりの心や優しさを育む
ことを目的として毎年開催されております。本年は、3 月 21 日 ( 土 )、晴天に恵まれ開催されました。

開会にあたり、岡田明久会長からは「けがのないよう全力でプレーしてください。ゴルフは自分との
戦いなので、この経験を今後のさまざまな場面で生かしてもらえたら」というエールが送られました。
参加したジュニア選手たち 11 名は、日頃の練習の成果を発揮すべく、真剣な眼差しでコースに向き
合っていました。コースはかつて「和歌山オープン」を 12 回開催し、PGA 公認シニアトーナメントの
舞台にもなり、プロが技を競い幾多のドラマが生まれた挑発的かつ攻めごたえのあることで知られる
コース。参加者たちは真っすぐに飛ばすことを意識しながら、楽しく、そして真剣にプレーに取り組んで
いました。

大自然の中、同世代の仲間たちと切磋琢磨しながら、ゴルフの技術だけでなく、マナーや精神面でも
大きく成長する機会となりました。
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新会員の紹介
クラブ名 和歌山北ロータリークラブ クラブ名 和歌山南ロータリークラブ

氏名
なかむら　だいすけ

氏名
あんだ　いそこ

中村　大輔 庵田　勤子
職業分類 卸売業 職業分類 自動車整備
生年月日 1983 年 7 月 15 日 生年月日 1953 年 6 月 5 日
入会年月日 2026 年 3 月 16 日 入会年月日 2026 年 3 月 6 日
クラブ名 羽曳野ロータリークラブ クラブ名 河内長野ロータリークラブ

氏名
きむら　じゅん

氏名
あらき　のぶき

木村　淳 荒木　伸規
職業分類 不動産建設 職業分類 鋼材加工
生年月日 1974 年 5 月 21 日 生年月日 1970 年 6 月 28 日
入会年月日 2026 年 3 月 11 日 入会年月日 2026 年 3 月 6 日
クラブ名 富田林ロータリークラブ クラブ名 富田林ロータリークラブ

氏名
やまぐち　としあき

氏名
ふるさわ　まさふみ

山口　利昭 古澤　将史
職業分類 スーパーマーケット 職業分類 清掃・福祉
生年月日 1941 年 12 月 10 日 生年月日 1983 年 8 月 20 日
入会年月日 2026 年 3 月 12 日 入会年月日 2026 年 3 月 12 日

訃　報

故人の功績を称え 謹んでお悔やみ申し上げます

岸和田ロータリークラブ

毛
もうり
利 髙

たかじ
二　様

2026 年 3 月 28 日　逝去

在籍期間　40 年
職業分類　内科医
表　　彰　ポール・ハリス・フェロー ＋7
　　　　　ベネファクター
　　　　　2025-26 年度 サステイニングメンバー
　　　　　2025-26 年度 EREY 達成
　　　　　第 9 回米山功労者マルチプル
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台北国際大会 ブース出展決定 & 分科会開催時刻変更

6 月 13 日から 17 日まで開催されるロー

タリー国際大会（台北国際大会）において、

友愛の家でのブース出展が正式に決定しま

した。ブース番号は「106 番」です。会場マ

ップ等の詳細が公開されましたら、改めて

お知らせいたします。 

ご来場いただいた方には、数量限定で記

念グッズを配布予定です。当事業と米山学

友の活躍を広く発信する貴重な機会となり

ます。ご来場をお待ちしています。 

また、6月 15 日（月）に開催が決定して

いる当財団の分科会の時刻が変更となりま

した。開催時刻は 11:00～12:00 です。ご注

意ください。 

6 月 12 日（金）には、台湾米山学友会主

催の歓迎懇親会が、上海郷村餐廳 承徳本家

にて 18 時 30 分から開催されます。登録期

限は 4月 30 日（木）まで。詳細はＱＲコー

ドからご確認ください。 

2026 学年度奨学生採用とオリエンテーション開催
2026 学年度の奨学生は 969 人となりました。

新規採用者 682 人、継続者 287 人です（4 月 6

日現在）。国・地域別では、中国 32.4％、ベトナ

ム 13.9％、韓国 12.6％、ミャンマー6.5％、イ

ンドネシア 5.0％、ネパール 3.8％、モンゴル

3.7％、マレーシア 3.5％、台湾 3.2％、スリラ

ンカ 2.4％の順となり、全 54 カ国の採用となり

ました。プログラム別では、学部・修士・博士

課程奨学生が 914 人（学部 473 人、修士 282 人、

博士 159 人）、地区奨励奨学生が 25 人、クラブ

支援奨学生が 12 人、海外応募者対象奨学生が

17 人、海外学友会推薦奨学生が 1人となってい

ます。4 月末までに新規採用者に対して各地区

でオリエンテーションが開催されます。オリエ

ンテーションは、奨学生とカウンセラーが出会

い、奨学生としての義務やロータリーについて

理解してもらう場です。確約書に署名をした後、

正式に米山奨学生となります。新たな奨学生た

ちを、どうぞ温かくお迎えください。

寄付金速報 — 今年度も残り 2 カ月半 —
3 月末までの寄付金

は前年同期と比べて

1.8％減（普通寄付金：

1.0％増、特別寄付金：

3.2％減）、約 1,950 万

円の減少となりまし

た。当月は、1,000 万円の寄付を含む大口寄付

が 3 件あり、3 月単月の寄付額は 2000 年度以降

初めて 7,000 万円を超えました。皆さまからの

ご支援に厚く御礼申し上げます。引き続き、当

事業へのご理解とご協力を賜りますよう、よろ

しくお願い申し上げます。 

1

3

2

前年同期比

普 ＋1.0%  特 -3.2%

-1.8％ 
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公益財団法人ロータリー米山記念奨学会 E-mail：highlight@rotary-yoneyama.or.jp 

〒105-0011 東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3F URL：https://www.rotary-yoneyama.or.jp/ 

Tel：03-3434-8681 Fax：03-3578-8281 編集担当：長尾(ながお) 

当財団への寄付により紺綬褒章を受章
長年にわたり、当事業に多大なるご支援を寄

せてくださっている第 2550 地区宇都宮 90ＲＣ

の飯村 愼一氏が、2025 年 10 月 25 日付で紺綬

褒章を受章しました。  

3 月 23 日の同クラブ例会にて伝達式が行わ

れ、出席した当財団の若林紀男理事長から紺綬

褒章に付する飾版が伝達されました。 

紺綬褒章は、公益のために私財を寄付し、そ

の功績が顕著な個人または団体に対して天皇陛

下より授与される褒章で、当財団は 2018 年 9 月

に紺綬褒章の公益団体認定を受けています。心

よりお祝い申し上げます。

奨学期間を終え、新たなステージへ
卒業の時期を迎えた 3

月、全国各地で米山奨学生の

奨学期間終了に伴う式典が

開催され、多くの米山奨学生

が新たなステージへと歩み

始めました。今回は、国際ロータリー第 2510 地

区の様子をご紹介します。 

3 月 8 日、札幌市内で米山記念奨学生終了式

が開催され、米山奨学生 17 人をはじめ、ロータ

リー会員 40 人と米山学友 2 人が出席しました。

式は、当財団の嵯峨義輝理事の挨拶で始まり、

奨学生には終了証書が、カウンセラーには感謝

状がそれぞれ授与されました。その後の歓送会

では、奨学生とカウンセラー

がこれまでの思い出や感謝

の言葉をスピーチし、会場は

心温まる雰囲気に包まれま

した。また、北海道大学に在

籍する奨学生が、同大学史上初となる外国人留

学生の首席卒業を果たし、卒業論文でも最優秀

賞に輝いたことが報告されると、会場からは大

きな拍手が送られました。札幌モーニングＲＣ

に所属し、この日出席した米山学友の鄭子
ジョンジャ

龍
リョン

さんは、「卒業した米山奨学生たちが、それぞれ

の道で国際社会に貢献してくれることを期待し

ています」と、後輩たちへエールを送りました。 

マレーシア米山学友会 創立 10 周年記念総会開催
3 月 15 日、マレーシア・スレンバンにてマレ

ーシア米山学友会の創立 10 周年記念総会が開

催されました。当財団からは若林紀男理事長が

出席したほか、日本からも多数のロータリー会

員が集結。また、オンライン配信を通じて各地

の米山学友も参加し、総勢 50 人が節目を祝いま

した。 

式典は、会長の黄建
ンケアン

榮
エン

さん（1998-2000／室蘭

東ＲＣ）の挨拶で幕を開け、若林理事長が祝辞

を述べた後、活動報告や会計報告が行われ、終

始和やかな雰囲気の中で進行されました。 

総会に先立ち、前日にはスレンバン博物館を

訪問した後、現地の老人ホーム施設を見学。高

齢化社会という課題に直面するマレーシアの民

間施設を支援するため、同学友会から約 7 万円

の寄付金が贈呈されました。夜には晩餐会が開

催され、マレーシアの米山学友たちが伝統衣装

「バティック」を、海外からの参加者もそれぞ

れの民族衣装を身にまとい、華やかな雰囲気の

中で交流を深めました。 

2016 年の学友会設立時に 39 人だった会員数

は 10 年を経て 100 人を超える規模へと成長し

ており、マレーシア米山学友会のさらなる飛躍

が期待されます。 

4

5

6

民族衣装に身を包んで参加 
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25.7.１ 内女性 26.3月末 内女性 3月 内女性 累計 3月 内女性 累計 25.7.１ 内女性 26.3月末 内女性 3月 内女性 累計 3月 内女性 累計

串本 3 0 3 0 0 0 0 0 0 0 24 4 24 4 0 0 4 0 0 0

那智勝浦 10 0 10 0 0 0 1 0 0 1 7 1 8 1 0 0 1 0 0 0

新宮 40 3 41 3 0 0 2 0 0 1 12 2 16 2 0 0 4 0 0 0

白浜 8 0 7 1 0 0 0 0 0 1 29 0 31 0 2 0 2 0 0 0

田辺 85 5 83 5 0 0 1 1 0 3 24 0 25 1 0 0 1 0 0 0

田辺東 31 2 30 2 0 0 0 0 0 1 14 1 14 1 0 0 0 0 0 0

田辺はまゆう 24 4 27 4 0 0 5 0 0 0 12 3 13 4 0 0 1 0 0 0

有田 24 1 23 1 0 0 0 1 0 1 16 1 16 1 0 0 0 0 0 0

有田南 20 1 21 1 0 0 1 0 0 0 26 1 26 1 0 0 0 0 0 0

有田２０００ 14 0 14 0 0 0 0 0 0 0 37 7 37 7 0 0 0 0 0 0

御坊 33 1 33 1 0 0 1 1 0 1 7 2 7 2 0 0 0 0 0 0

御坊東 11 0 10 0 0 0 0 1 0 1 12 2 12 2 0 0 0 0 0 0

御坊南 14 4 14 4 0 0 0 0 0 0 15 1 16 1 0 0 1 0 0 0

海南 8 0 8 0 0 0 0 0 0 0 19 0 19 0 0 0 0 0 0 0

海南東 38 5 40 5 0 0 2 0 0 0 40 4 40 4 0 0 0 0 0 0

海南西 14 2 16 3 0 0 3 0 0 0 63 2 61 2 0 0 0 0 0 2

和歌山 76 2 77 2 0 0 3 1 0 2 11 1 10 1 0 0 0 1 0 1

和歌山アゼリア 25 8 29 7 0 0 5 0 0 1 22 1 24 1 0 0 2 0 0 0

和歌山東 55 0 56 0 0 0 5 1 0 4 10 2 9 2 0 0 0 0 0 1

和歌山城南 36 3 36 2 0 0 2 2 1 2 40 5 39 5 0 0 2 2 0 3

和歌山中 8 1 11 4 0 0 4 0 0 0 20 4 19 4 0 0 0 0 0 1

和歌山北 20 3 21 3 1 0 1 0 0 0 23 4 23 4 0 0 0 0 0 0

和歌山南 77 7 77 9 1 1 4 0 0 4 13 0 15 1 0 0 2 0 0 0

和歌山東南 33 6 31 6 0 0 1 0 3 32 5 31 5 0 0 1 0 0 1

和歌山西 9 1 9 1 0 0 0 0 0 0 24 3 26 3 0 0 2 0 0 0

橋本 40 0 40 0 0 0 1 1 0 1 6 3 6 3 0 0 0 0 0 0

岩出 23 1 23 1 0 0 0 0 0 0 20 4 19 4 0 0 0 0 0 1

河内長野高野街道 17 4 17 5 0 0 1 0 0 1 16 12 0 0 1 0 0 0

粉河 14 2 16 3 0 0 4 0 0 0

高野山 11 0 12 1 0 0 1 0 0 0

羽曳野 5 0 6 0 1 0 1 0 0 0

河内長野 26 4 26 4 1 0 1 0 0 1 7 0 7 0 0 0 0 0 0 0

河内長野東 20 2 21 2 0 0 1 0 0 0 1,457 135 1,497 158 6 1 75 12 1 39

男性 1,322 女性 135 男性 1,339 女性 158 男性 5 女性 1 男性 11 女性 1 男性 -6 女性 0

みんなを温かく受け入れるクラブづくりを！

貝塚

第２６４０地区 会員数報告(2026年3月）

 クラブ名 
会員数 入会 退会

 クラブ名 
会員数 入会 退会

松原中

大阪狭山

太子

富田林

泉佐野

高石

貝塚コスモス

関西国際空港

岸和田

岸和田東

KUMATORI 向日葵

りんくう泉佐野

羽衣

和泉

泉大津

和泉南

大阪金剛

高師浜

堺

堺東

堺泉ヶ丘

堺中

堺北

堺おおいずみ

堺フェニックス

堺清陵

紀伊

ワールド大阪
ロータリーEクラブ

計

クラブ数 2025年7月1日 会員数 2026年3月末 会員数 3月入会

※7/1付入会：　田辺はまゆうRC 2名、 海南西RC 1名、和歌山中RC 1名、 粉河RC 2名、 松原中RC 4名、堺北RC 1名

3月退会 増減

61
1,457 1,497 6 12 -6 
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会員数 登録人数 登録率
1,493 821 54.99%

クラブ名 会員数 登録人数 登録率 クラブ名 会員数 登録人数 登録率
串本 3 1 33.3% 有田 23 11 47.8%
那智勝浦 10 4 40.0% 有田南 21 2 9.5%
新宮 41 17 41.5% 有田2000 14 10 71.4%
白浜 8 5 62.5% 御坊 33 16 48.5%
田辺 83 48 57.8% 御坊東 10 6 60.0%
田辺東 30 17 56.7% 御坊南 14 4 28.6%
田辺はまゆう 27 10 37.0% 海南 8 7 87.5%
紀伊 16 4 25.00% 海南東 40 34 85%

海南西 16 5 31.3%
分区計 218 106 44.2% 分区計 179 95 52.2%

クラブ名 会員数 登録人数 登録率 クラブ名 会員数 登録人数 登録率
和歌山 76 76 100% 橋本 39 5 12.8%
和歌山アゼリア 29 7 24.1% 岩出 23 8 34.8%
和歌山東 59 46 78.0% 河内長野高野街道 17 10 58.8%
和歌山城南 37 9 24.3% 粉河 16 12 75.0%
和歌山中 11 4 36.4% 高野山 12 7 58.3%
和歌山北 21 9 42.9%
和歌山南 77 57 74.0%
和歌山東南 32 9 28.1%
和歌山西 9 2 22.2%

分区計 351 219 47.8% 分区計 107 42 48.0%

クラブ名 会員数 登録人数 登録率 クラブ名 会員数 登録人数 登録率
羽曳野 6 1 16.7% 泉佐野 25 8 32.0%
河内長野 26 25 96% 貝塚 14 14 100%
河内長野東 21 7 33.3% 貝塚コスモス 13 9 69.2%
松原中 24 14 58.3% 関西国際空港 16 7 43.8%
大阪狭山 8 4 50.0% 岸和田 25 12 48.0%
太子 16 10 62.5% 岸和田東 37 23 62.2%
富田林 30 21 70.0% KUMATORI向日葵 7 4 57.1%

りんくう泉佐野 12 6 50.0%

分区計 131 82 55.3%
分区計 149 83 57.8%

クラブ名 会員数 登録人数 登録率
羽衣 16 8 50.0% クラブ名 会員数 登録人数 登録率
和泉 19 11 57.9% 堺 39 18 46.2%
泉大津 40 20 50.0% 堺東 19 14 73.7%
和泉南 61 22 36.1% 堺泉ヶ丘 23 13 56.5%
大阪金剛 11 11 100.0% 堺中 15 6 40.0%
高石 24 10 41.7% 堺北 31 12 38.7%
高師浜 9 9 100.0% 堺おおいずみ 26 21 80.8%

堺フェニックス 6 4 66.7%
堺清陵 19 15 78.9%

分区計 178 103 60.2%
分区計 180 91 62.2%

クラブ名 会員数 登録人数 登録率

4クラブ ワールド大阪
ロータリーEクラブ 8 6 75.0%

ガ
バ
ナ
ー

預
り

目標達成

3
分
区

4
分
区

5
分
区

6
分
区

7
分
区

8
分
区

1
分
区

2
分
区

2025-2026 年度 国際ロータリー第2640地区

MY ROTARY 登録状況［2026年4月30日現在］

2640地区
2026年4月30日

100% 達成クラブ
貝塚ロータリークラブ
和歌山ロータリークラブ
大阪金剛ロータリークラブ
高師浜ロータリークラブ

2025-2026年度

登録率目標

88%
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5 月の行事予定表
日　付 行　　　　事 場　　所

9（ 土 )
①次年度幹事予定者会議　14：00 〜 16：00
②次年度ガバナー補佐会議　16：00 〜 18：00
③第 13 回全国インターアクト研究会・福島会議 （１日目 )

①ガバナー事務所
②けやきONE401
③福島県環境創造センター交流棟

10（ 日 )
①第 13 回全国インターアクト研究会・福島会議 （２日目 )
②後期 RLI パート２

①福島県環境創造センター交流棟
②オンライン

16（ 土 )
国際ロータリー第 2640 地区ローターアクト第 44回地区年次大会
14：00 〜 19：00

ホテルアゴーラリージェンシー堺

17（ 日 ) 新旧クラブ青少年奉仕委員長会議 和歌山県 JAビル

24（ 日 ) 泉大津 RC70 周年記念式典・懇談会 センタラグランドホテル大阪

27（ 水 ) 第 11 回ガバナー補佐・幹事合同会議　18：00 〜 19：30

29（ 金 )
①第 29 回国際ロータリー日本青少年交換研究会福岡会議
②ガバナーNIGHT ＆プレコン RIJEM

電気ビル共創館４Fみらいホール

30（ 土 ) 地区リーダー向け青少年プログラム＆危機管理セミナー 電気ビル共創館４Fみらいホール

31（ 日 ) 全国青少年交換委員長・危機管理委員長合同会議 電気ビル共創館４Fみらいホール

国際ロータリー

第 2640 地区 ガバナー事務所

〒 640-8331
和歌山市美園町 3-34
けやき ONE301 号室

TEL：073-426-2640
FAX：073-426-2660

E-mail：kitano@rid2640g.com

　   JR 和歌山駅西口から徒歩 7 分
　   阪和道、和歌山インターから約 10 分

月信への寄稿のお願い
第 2640 地区の各クラブで行われた奉仕事業やクラブの自慢などを、月信に寄稿してみませんか？

原稿締め切りは毎月 15 日になります。原稿を 15 日以前にガバナー事務所宛にメールしていただければ
翌月号に掲載させていただきます。事情により翌月以降の掲載になる場合もあります。

IT・ガバナー月信委員会




